






要約:ファロー四徴症心内修復後患者 113 例を対象にトレッドミル運動負荷検査を行い,心

臓病管理指導区分を決定し,E可:20 例,E 禁:52例,D:37 例,C:4例に振り分けられた。管理

区分判定にあたり,1)年齢による運動強度の違いを考慮し,経時的に再評価することが望ま

しい。2)運動耐久時間や最大心拍数に比べ,酸素消費量および酸素消費量一心拍数直線回帰

勾配がより重要な指標と考えられる。3)心室性期外収縮の出現および程度は,運動生理学的

指標に優先すると思われる。 


